
水道施設維持に小水力発電活用 

過疎地簡易水道でＦＩＴ発電、地域の存続を図る 

 富山県朝日町笹川地区で、仙台市の建設会社深松組が小水力発電プ

ロジェクトに着手した。4 月 26 日「笹川小水力発電所」の建設およ

び笹川地区簡易水道改良工事の起工式を行った(右写真)。 

 笹川地区は人口 259 人の集落。老朽化した水道施設の更新に約 3 億円必要だったが、深刻な

過疎化で費用が捻出できず、集落の存続が危ぶまれていた。深松組は 1925 年朝日町の水力発電

所建設を機会に創業した経緯があることから、地域存続のための事業スキームを考案した。 

 固定価格買取制度(FIT)の売電により老朽化した水道施設の工事費用を確保し、信託方式を採

用することで深松組が倒産しても地域住民に安定して水道を供給できる事業継続性を確保した。 

 朝日町が水道施設新設費用を補助金で約 3 割負担し、笹川生産森林組合が発電所や配管の用

地を提供、北陸銀行が優遇利率を適用するなど、町・住民・銀行の積極的なバックアップで実現。

水力発電所の管理業務は地域住民からなる一般社団法人で運営し、地域雇用も創出する。定格出

力は約 199KW、予想年間発電量は約 1370ⅯWh。水車はオーストリアのググラー製。FIT単価

は 34円/KWｈ。発電所の稼働は 2023年秋、簡易水道改良工事は 2024年度の予定。 
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河北新報朝刊 

2021 年 8 月 25

日(水)の記事 



水道管利用の小水力発電が今人気 

産電工業が白石市に設置 
 2019年 3月産電工業(仙台市若林区)が白石 

市福岡弥次郎地内に公益水道管を利用した小 

水力発電所(8,6ｋｗ)を設置。発電単価 34円、 

20年固定価格買取で、年間 180万円の収入が 

見込まれます。宮城県から１千万円の補助金を受けました。 

 産電工業高橋社長は「水道管があって 10m以上の落差があれば、小水力発電はどこにでも設

置できる。10年間で減価償却も可能。これから開発可能性満載の小水力です」と語っています。 

水道管地下パイプを利用し、どこでも小水力発電建設が可能 

 上記記事はきらきらニュース 2019 年 9月号で紹介したもの。産電工業が白石市で小水力発電

建設に利用した水道管地下パイプは、白石市のような上水道管のほかに、工業用水・農業用水用

の水道管が日本各地に存在します。すなわち 10m以上の落差があれば、どこにでも小水力発電

建設が可能です。河北新報 8月 25日付け朝刊に、秋田県美郷町で農業用水用地下パイプを利用

した小水力発電の落成式の記事が掲載されています(本号裏頁に紹介)。 

１０月１６日(土)午後２時きらきら発電主催オンライン学習会 

バイオマス発電の現状と問題点 
    講師＝泊みゆき氏      NPO 法人バイオマス産業社会ネットワーク理事長 

 宮城県では、角田市と石巻市の輸入植物油によるバイオマ

ス発電所、仙台港では輸入木質バイオマスによる発電所 2か

所が建設または建設計画中です。 

 気候変動の中、脱炭素が国内外で喫緊の課題となり、バイ

オマス発電がその解決策のように言われています。「バイオ

マス発電＝カーボンニュートラル」の図式が妥当なのかを、

専門家と一緒に考えたいと思います。 

日時＝2021 年 10 月 16 日(土)14 時～16 時              写真は住友商事が予定する仙台 

形式＝ZOOM によるオンライン参加             港のバイオマス発電所予定地 

参加費＝無料 

定員＝50 名 

 

申し込み先 

h-mitobe@wa2.so-net.ne.jp 

きらきら発電市民共同発電所ニュース 

２０２１年１０月号   第８２号 

〒981-3215 仙台市泉区北中山３丁目 17－12 

 電話・ＦＡＸ  ０２２(３７９)３７７７ 

HＰ      kirakirahatuden．com/ 

E メール     hirohata3777@outlook.jp 

 

 


